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令和４年度第１回三沢市総合教育会議 

 

１ 開催日時 令和４年１０月２４日（月）１３:３０～１５:００ 

２ 開催場所 三沢市役所大会議室 

３ 出席者 

⑴ 市長              小檜山 吉紀 

 

 ⑵ 教育委員 

    教育委員（教育長）      山内 康之 

    教育委員           立花 肇 

    教育委員           黒沢 のぞみ 

    教育委員           本江 宏 

教育委員           松森 まゆみ 

  

⑶ オブザーバー 

   副市長            米田 光一郎 

 

４ 事務局 

⑴ 総務部 

   総務部長           蹴揚 光昭 

    参事兼総務課長        田中 浩 

    総務課副参事兼課長補佐    岩織 香奈子 

    総務課人事管理係長      種市 真也 

⑵ 教育委員会事務局 

    教育部長           立崎 裕輔 

    参事兼教育総務課長      岡部 章典    

    教育総務課副参事兼課長補佐  和久 美登里 

    教育総務課副参事 

兼課長補佐兼施設係長    池田 修 

    学務課長           村上 輝仁    

    学校教育課長         藤田 文明 

    学校教育課長補佐       松坂 進 

生涯学習課長         山本 京子 

生涯学習課長補佐       柿崎 竜平 

生涯学習課文化振興係長    工藤 司 

 ⑶ 教育委員会学校給食センター所長 石井 聡 
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５ 会議次第 

 ⑴ 開会 

⑵ 市長挨拶 

⑶ 議事：三沢市教育大綱の改定について 

⑷ 報告：⑴新型コロナウイルス感染症に係る教育委員会の対応 

     ⑵三沢市の文化財における現状と課題 

  

６ 会議の概要 

 

 【総務部長】  

お疲れさまです。本日の司会を務めます総務部長の蹴揚でございます。 

ただいまから、令和４年度第１回三沢市総合教育会議を開会いたします。 

本日の会議は、お手元の次第に沿って、進めさせていただきますので、よろしく

お願いいたします。 

 

はじめに、小檜山市長よりごあいさつ申し上げます。 

市長、よろしくお願いします。 

 

【小檜山市長挨拶】 

  会議の開催にあたり、一言ご挨拶申し上げます。 

本日は、大変お忙しい中、令和４年度三沢市総合教育会議にご出席をいただきま

して、誠にありがとうございます。また、委員の皆様には、平素より市政各般にわ

たり、多大なるご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、総合教育会議において、これまで様々な課題について話し合って参りまし

たが、今後におきましても、未来を担う「子どもたち」のために、市と教育委員会

がこれまで以上に連携し、効果的な教育行政の推進に取り組んで参りたいと考えて

おりますので、委員の皆様には引き続き、ご尽力を賜りますようお願い申し上げま

す。 

本日の案件につきましては、「三沢市教育大綱の改定について」をはじめとする

３つの案件について、担当課から説明させますので、委員の皆様には、忌憚のない

ご意見をいただき、活発な意見交換の場となりますようお願い申し上げまして、ご

挨拶といたします。 

 

【総務部長】 

ありがとうございました。 

それでは、三沢市総合教育会議設置要綱第４条第３項の規定に基づき、会議の議
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長は市長が務めることとなっておりますので、小檜山市長に議事進行をお願いしま

す。 

  

【小檜山市長】  

しばしの間、議長を務めて参りますので、委員の皆様のご協力をよろしくお願い

します。 

それでは、さっそく、議事に入りたいと思います。 

「三沢市教育大綱の改定について」を、議題といたします。事務局からの説明を

お願いします。 

  

【総務課長】 

  総務部総務課長の田中と申します。今日は教育大綱の案と議事資料で説明させて

いただきますが、まず、こちらの議事資料に基づき、三沢市教育大綱の改定につい

て、ご説明いたします。 

まず、１、策定の経緯についてですが、ご承知のとおり、平成２３年に滋賀県大

津市で起きた中学生のいじめの自殺問題がきっかけで、教育行政の責任体制の明確

化、教育施策への首長の関与のあり方などを軸に約６０年ぶりに制度が抜本改正さ

れることとなりました。 

このことを受けまして、平成２７年４月に「地方教育行政の組織及び運営に関す

る法律」の改正に伴いまして、地方公共団体の長は、教育基本法に規定する基本的

な方針「国の第２期教育振興計画」を参酌したうえで、その地域の実情に応じ総合

的な施策の大綱を定めることとなりました。 

このことから三沢市では、平成２７年に三沢市総合教育会議を設置し、当市の教

育目標である「三沢市教育大綱」を策定し、市の最上位計画であります三沢市総合

振興計画の基本理念である「人とまち みんなで創る 国際文化都市」の実現に向

け、教育委員会と一体となって取り組んで参りました。 

また、平成３０年３月には、「第二次三沢市総合振興計画」が新たに策定された

ことに伴いまして、その基本理念である、「未来へつなぐ 心安らぐ 国際文化都

市」を新たに位置づけるとともに、「総合振興計画前期基本計画」の計画期間であ

る平成３４年度、現在の元号では令和４年度まで５年間に計画期間を変更いたしま

した。 

次に、２、今回の改定理由についてですが、先ほど申し上げましたとおり、平成

３０年３月に改定した教育大綱が今年度末の令和５年３月をもって期間が終了と

なることから、改定について検討した結果、令和６年度までの計画期間にある三沢

市教育振興基本計画が、現在の教育大綱に基づく施策であることを踏まえ、令和６

年度まで期間を延長するものとしたものであります。 

次に、主な変更点につきましては、先ほど申し上げましたとおり、教育大綱の期
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間を令和６年度まで期間延長のほか、文言の修正を行っております。 

 

次に、４、改定時期については、大綱の内容変更はなく、期間延長の改定であり

ますことから、本年１０月に改定とするものであります。 

そしてこちらの教育大綱（案）を開いていただきたいのですが、先ほど申し上げ

たとおり、計画期間の変更、それから文言の修正ということで変更箇所には赤の波

線で表示しておりますけれども、例えば、５行目の「本市では」から２０１８年度

とありますが、元号が変わったということもありまして、西暦を表示することに変

更しております。 

教育大綱の改定についての説明は以上となります。よろしくお願い致します。 

 

【小檜山市長】 

   ありがとうございました。この件について何かご意見等があれば、お伺いしたい

と思います。委員の皆様いかがでしょうか。 

 

【委員】 

  なし。 

 

【小檜山市長】 

  質問がないようでありますので、「三沢市教育大綱の改定について」は、了承と

いうことでよろしいでしょうか。 

 

【委員】 

  はい。 

 

【小檜山市長】 

  それでは「三沢市教育大綱の改定について」は、了承とさせていただきます。 

  次に、次第の４、報告に入りたいと思います。「新型コロナウイルス感染症に係

る教育委員会の対応」について、事務局からの説明をお願いします。 

 

【教育部長】 

教育委員会事務局からの報告に先立ちまして、冒頭、私から概要をご説明させて

いただき、その後、引き続き担当課長からそれぞれの所管に係る詳細についてお手

元の資料に基づきご報告させていただきます。 

報告事項の⑴新型コロナウイルス感染症に係る教育委員会の対応については、令

和２年度の総合教育会議でも議題として挙げられ報告しておりますが、今回は令和

３年度から現在までの教育委員会での対応を中心にご報告させていただきます。 
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令和３年度までの感染対策については、全国で緊急事態宣言やまん延防止措置な

どが発令されるなど、移動制限を含めた人との接触を極力抑えた感染防止対策が行

われてきた中で、学校においても行事の中止や延期が相次ぎ、基本的には接触機会

を極力減らした取り組みを行って参りました。 

令和４年度に入りオミクロン株が主流になってからは、３密を避ける行動や、手

指の消毒、うがいの徹底など、基本的な感染防止対策を継続しつつ、部活動の再開

や学校行事の実施など、慎重に対応を図ってきたところであります。 

こうした状況の中で、教育委員会として対応してきた学校教育施設における感染

防止対策に係る設備・備品等の整備状況については教育総務課長から、学校教育活

動における新型コロナウイルス感染症への対応については学校教育課長から、それ

ぞれ報告をさせていただきますのでよろしくお願いいたします。 

次に、報告事項の⑵三沢市の文化財における現状と課題については、前段でまず

文化庁から示されている文化財の概念や体系及び方針について触れた後、当市の所

有する文化財の状況と、遺跡発掘調査事業をはじめとする文化財保護･保存関連事

業等の現状及び課題と展望について、生涯学習課長から報告をさせていただきます

のでよろしくお願いいたします。 

私からは以上でございます。 

 

【教育総務課長】 

   それでは報告⑴新型コロナウイルス感染症に係る教育委員会の対応について、私

の方からは市内小中学校での感染防止対策に係る設備・備品等の整備状況について

ご報告いたします。 

資料１ページをご覧ください。まず初めに(1)小学校トイレ及び水飲み場の水栓

交換についてです。新型コロナウイルス感染拡大防止対策として、市内小学校のト

イレ手洗い場及び水飲み場の水栓を、ハンドル式からプッシュ式とレバー式にそれ

ぞれ交換を行っております。事業の概要ですが、この工事については、県の新型コ

ロナウイルス感染症対策事業支援金を活用し、水飲み場にシングルレバーを４８５

ヵ所、トイレの手洗い場にオートストップ立水栓を１１１ヵ所、それぞれ交換して

おります。工事費は５，３３５，４４０円で、内５，０００，０００円が県の支援

金となっております。参考までに、中学校については、現在のところ交換予定はあ

りませんが、今後コロナの感染状況をみながら学校側の意見等を踏まえた上で検討

して参りたいと考えております。 

次に、(2)ＰＣＲ検査キットの整備ですが、学校における児童生徒の感染拡大の

防止や、保護者等の不安解消を図る目的で、ＰＣＲ検査キットを学校へ配布し、必

要に応じすぐに使用出来る態勢を整備しております。この事業については、県の市

町村総合対策補助金を活用し、市内小中学校の児童生徒及び教職員等３，５００人

分のＰＣＲ検査キットを購入したもので、購入費は７，０８７，５００円となって
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おります。全額県の補助金により購入しております。 

   次に資料２ページの(3)二酸化炭素濃度測定器についてですが、市内小中学校１

２校の普通教室で十分な換気が出来ているか二酸化炭素濃度を測定することで確

認し、集団感染のリスクを軽減する目的で測定器を購入しております。納入月日は

令和４年８月５日で、購入費は市内小中学校の普通教室１１４室分の台数購入で１，

１９１，３００円でありました。この購入については、国の地方創生臨時交付金を

充当する予定であります。 

   続いて⑷抗原検査キット等の整備についてですが、新型コロナウイルスへの感染

が確認された者及び濃厚接触者への対応等について、抗原検査キットを用いること

で、待機期間を短縮できる通知が国から示されたことから、先ほど説明したＰＣＲ

検査キットの更新と合わせて学校へ配布し、必要に応じすぐに使用出来る態勢を整

備する予定で現在発注手続きを行っております。事業概要ですが、どちらの検査キ

ットも唾液採取型で、児童生徒も利用しやすいタイプを購入する予定であります。

配布対象は児童生徒及び教職員等で、１，６００回分の購入で購入費２，９８４，

０００円を予定しており、国の地方創生臨時交付金を充当する予定となっておりま

す。ＰＣＲ検査キットについては、昨年度購入した検査キットの使用期限が９月で

切れていることから更新するもので、今週中に納入される予定です。抗原検査キッ

トについては現在発注の手続きを行っております。 

   次に⑸その他のＷｉ－Ｆｉ環境の整備ですが、新型コロナウイルスへの感染や濃

厚接触者指定等により自宅待機を余儀なくされた児童生徒が、在宅でのオンライン

学習が可能となるよう、持ち帰り用ＬＴＥモバイルルーターを購入整備するもので、

現在発注手続き中であります。整備台数は３０台を予定しております。 

   資料３ページをご覧ください。消耗品等ですが、文部科学省による学校における

感染症対策等支援として、児童生徒及び教職員等の感染症対策に必要となる物品の

購入等に係る経費を支援しております。事業実績ですが、令和２年度については冷

風機や検温タブレット用スタンドなど、総額で９，１３０，１８１円の購入があり

ました。令和３年度は消毒液や除菌シート等、総額で２，３７２，８９４円となっ

ております。これら購入費に係る国からの補助金については２分の１補助となって

おります。令和４年度については、現在、昨年度とほぼ同額の申請を行っておりま

す。 

   続いて奨学資金貸付限度額の拡充についてですが、令和２年度に引き続き、令和

３年度においても希望があった奨学生に対し、３０，０００円以内の貸付金額の増

額を行っております。実績としては、貸付人数２５名のうち５名の方から増額希望

があり貸付を行っております。 

最後に寄附についてですが、令和３年度はＡＩ顔認証検温サーモカメラシステム

を全国共済農業協同組合連合会青森県本部から頂いております。概要については、

市内小中学校１２校分のサーモカメラシステム１２台及び消毒液１２L となります。 
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資料４ページをお開きください。生理用品購入に係る資金として、匿名を希望す

る市内事業者から１２０，０００円を頂いております。 

   次に感染症対策に係る資金として、市民の方から５０，０００円を頂いておりま

す。 

   次に消毒用物品として、三沢市防災協会より消毒液噴射機及びＣＯ２モニター各

１５台を頂いております。 

   次に令和４年度ですが、感染防止対策用品購入に係る資金として、匿名を希望す

る市内事業者より１２０，０００円を頂いております。 

教育総務課からは以上であります。 

 

 【学校教育課長】 

   それでは、学校教育課より、ご説明いたします。 

５ページ（1）のグラフをご覧ください。これは、今年度４月からの児童生徒にお

ける新型コロナに関わる自宅療養者数の推移になります。自宅療養者とは、陽性者

と濃厚接触者を合わせた数です。今年度、療養者が最も多かったのは、５月１９日

の１７２名でした。全児童生徒のうちの約６％にあたります。運動会の時期に重な

りましたが、幸い、グラフのように、増加期間が長期化しませんでしたので、各校

は競技内容を工夫し、午前日程にするなど対策を施し、運動会を実施することがで

きました。２番目のピークは１学期が終わった直後の７月２５日になります。この

時も幸いなことに夏休みに入りましたので、以後の感染増加を抑えることができま

した。２学期になり、８月下旬から９月にかけて療養者数が増加し心配しましたが、

これも急激に増加した一般の状況に比べれば、だいぶ少なくて済んだものと思いま

す。１０月に入り、療養児童生徒は１日１０人以下の日も見られてきましたが、先

週から徐々に増加の傾向が見られ、先週は２３人から３３人の間で推移しておりま

す。全国的にも増加傾向にあり、今後の推移を注視しているところであります。 

下段をご覧ください。今年度、市内小中学校の臨時休校はなしとありますが、先

週、１つの中学校において、複数の学年で複数名の陽性者が出たことを受け、２０

日から２１日の２日間、臨時休校を実施し、新たに感染が広がらなかったので今日

から授業を再開いたしました。学級閉鎖は小学校で７学級、中学校で２学級で実施

しました。学年閉鎖は小学校で３つの学年、中学校で１つの学年で実施しました。

小学校の学級閉鎖のうちの１クラスは継続して学年閉鎖に移行したものが含まれ

ます。閉鎖した時期は、小学校は４月と５月に集中し、９月にも１クラスありまし

た。中学校は３件とも７月でした。学級閉鎖、学年閉鎖とも保健所からの指示が出

る前に、感染拡大を未然に防止するために、各学校と協議し、早めの閉鎖に踏み切

ったものです。 

コロナの影響で閉鎖を余儀なくされた学級は平均して３日ほどの閉鎖で済みま

した。各学校では年度当初から標準授業時数より多く授業を組んでいるため、大き
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な影響は現在のところありません。閉鎖した日数が一番多かった学級は断続的に１

０日間に及びました。当該学級では、放課後に約２週間、夏季休業中３日間、学習

会を実施し、授業の遅れを取り戻しております。 

６ページ（2）学校への周知文書一覧をご覧ください。今年度、当課より各学校へ

出した新型コロナウイルスに係る文書の一覧になります。制約が多かった学校生活

から、少しずつ「ウィズコロナ」へ歩み出した記録とも言えます。主なものを説明

していきます。４月７日、新年度のスタートにあたり、中学校の部活動において活

動日数に制限を設けるとともに、練習試合禁止のお願いをしました。これは、ゴー

ルデンウィークに予定されている各春季大会に出場できるように、新学期における

感染状況を見極める期間が必要だと考えたためです。感染状況を鑑み、４月１８日

より練習の制約を解除し、公式試合への参加を可能にしました。４月１５日、中学

校において積極的疫学検査及び濃厚接触者の特定を行わないという県の新たな方

針を受け、感染の未然防止のために各中学校が出席停止と判断する必要性があるこ

とから、出席停止の目安を中学校長及び保護者に周知いたしました。５月９日、各

学校行事について、感染防止対策をとりながら実施可能としました。修学旅行につ

いては、一昨年度、昨年度は、北東北３県等の制限を設定しましたが、今年度は実

施場所の制限はしないこととしました。 

７ページをご覧ください。５月２６日、中学校部活動の公式試合以外の参加につ

いて、岩手県北とも交流のある本市の地域性を考慮し、県内限定の制約を解除しま

した。５月３０日、学校生活における児童生徒等のマスク着用について、不要な場

面についても具体的に示しました。８月２２日、４月の中学校に続いて小学校にお

いても、積極的疫学検査及び濃厚接触者の特定を行わないという県の新たな方針を

受け、小学校長及び保護者に出席停止の目安を周知しました。 

８ページをご覧ください。９月１日、学校からの保護者への新型コロナ感染に係

る通知文の内容を精査しました。９月２９日、各学校からの本課への毎日の報告方

法を簡略化しました。このように９月になり、学校におけるコロナ関連の事務量を

減らす取組を始めております。 

次に９ページをご覧ください。直近４年間の生徒指導に関するデータ推移になり

ます。一段目のグラフをご覧ください。点線が指導した児童生徒数、いわゆる「い

じめた子の数」になります。実線はいじめの認知件数、いわゆる「いじめられた子

の数」になります。小中共にコロナ禍においても大きな増加は見られませんでした。 

２段目のグラフをご覧ください。いじめを除く問題行動数の推移です。中学校は

コロナ前に比べ横ばいでしたが、小学校は一昨年度１５３件と大幅に増えました。

そのうちの１０８件は、コロナの影響ではなく、特別支援教育に関わる案件でした。

コロナ禍において、子どもたちは、臨時休校や諸行事の中止、日常生活での制約等

によるストレスが多かったと思われますが、各校において工夫しながら、教育活動

ができるよう取り組んだこと、よりきめ細かな教育相談を実施したことなどにより、
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子どもたちは落ち着いた生活を送ることができました。 

３段目のグラフは不登校・長期欠席の児童生徒数の推移になります。長期欠席者

数とは不登校数に、病気等で欠席している児童生徒数を合わせた数になります。小

学校はコロナ禍でも変化はありませんでした。不登校児童の出現率は全国値より、

やや低い傾向にあります。中学校は、やや増加傾向であると言えます。不登校生徒

の出現率は令和２年度を除いて、全国値よりやや高い傾向にあります。コロナとの

関連については、今後、注視していく必要があると考えております。 

１０ページからは「ウィズコロナ」へ向けての学校の様子をご紹介いたします。

どうぞ画面をご覧になりながらお聞きください。日々の授業では、どうしてもスペ

ースが限られるため、まだマスクをする状況にありますが、体育の授業や登下校、

屋外の活動では、マスクを着けない光景も増えてきました。運動会はじめ諸行事に

ついても、各校、感染対策と両立させながら、教員のみなさんが知恵を絞り、実施

しております。一昨年度、昨年度は実施できなかった施設見学や職場体験について

も、地域の方々の御協力のお陰で再開することが増えてきました。宿泊を伴う活動

も、事前の感染対策に万全を期すとともに、現地で体調不良になった場合の対応等

について保護者の方への説明を十分にした上で実施しております。修学旅行は３年

ぶりに、小学校は函館に、中学校は東京方面にて実施しております。 

次は部活動です。昨年度は新人大会自体が中止になってしまった中学校の部活動

ですが、生徒が活動に励む放課後の光景が戻りつつあります。９月の中体連新人大

会では、屋外競技に限り人数制限をしたうえですが、応援活動も復活しました。 

以上が学校教育課からの説明になります。今後とも、子どもたちが夢をもって生

活できるよう、決して油断することなく新型コロナ対策を施しながら、各校の取組

を支援して参ります。 

 

【小檜山市長】 

   ありがとうございました。ただ今の説明に対し皆様から何かご質問はありますで

しょうか。 

  

【松森委員】 

  中学校の部活動についてお聞きしたいです。部活動をするにあたって留意点はあ

りますか。 

 

【学校教育課長】 

  各校に特に徹底していただいているのは４点あります。 

第１点目として、毎日こまめな健康チェックをし、本人や同居家族に風邪症状等

が見られる場合は、活動に参加しないことです。第２点目として、準備や後片付け

時等、プレー中以外はマスクを着用し、大声を出さないことです。第３点目として、
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バスを利用する際や更衣室やトイレ等を利用する際、あるいはミーティングの際に

は、窓を開ける等、こまめに換気するとともに、人数制限を設けるなど密集しない

ようにすることです。最後、第４点目として、部活動終了後に車座になって飲み物

を飲みながら会話したり、食事を行ったりした際に感染が広がることを防ぐため、

部活動前後での集団での飲食は控えるとともに、部活動終了後は速やかな帰宅を促

すことをお願いしております。 

 

【松森委員】 

  ありがとうございました。 

 

【小檜山市長】 

  ほかにはないですか。 

 

【本江委員】 

  コロナ対策をとりながら運動会とか学習発表会、文化祭、最近は合唱コンクール

などいろいろと学校教育が進められてきたということについては、子どもたちにと

っては行事を行わないで進級するということが非常に難しいと思っていまして、そ

の中でいろいろな制限があるにしても、行事が行われてきたということは非常に素

晴らしいことだなと思っています。 

  その中で一つお聞きしたいと思います。修学旅行で２泊なり３泊なりして過ごす

中でどんな制限とか予防対策をとってきたのかを具体的にお伺いしたいと思いま

す。 

 

【学校教育課長】 

修学旅行での予防対策といたしまして、まずは旅行前の健康観察の徹底です。家

庭内感染を防ぐために、ご家族の皆さんにも毎日の検温等に協力していただきまし

た。中にはおうちの中でもマスクをしていただいたご家庭もあるようです。万が一、

旅行中に発症した場合の対応など、事前に保護説明会を開き、保護者の方とリスク

を共有したうえでの実施となりました。 

次に旅行中ですが、マスクの着用、ソーシャルディスタンスの確保など、できる

限り普段の学校生活と変わらない感染対策を行いました。また、新幹線の席、食事

の席を対面にしなかったりの工夫をしました。班ごとの自由行動を自粛したりした

学校もあります。 

旅行後は、実施学年の登下校時間を他学年とずらすなど、他学年との接触を避け

る期間を設けるなど工夫をし、通常の授業を再開しました。 

  以上です。 
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【小檜山市長】 

  よろしいですか。ほかにはありませんか。 

 

【黒沢委員】 

  黒沢です。コロナが発生した当初は保護者のみならず地域の方からも不安の声が

学校のほうに届いたと聞いていました。その時には学校窓口による丁寧な対応で、

それぞれの不安が解消されたという報告を聞いていましたけれども、３年目を迎え

るコロナ禍において、子供たちや保護者から悩み相談というのが増えているのか、

その現状を教えてください。 

 

【学校教育課長】 

  学校に対する悩み相談につきましては、昨年度、市内６校に配置されていた心の

教室相談員へののべ相談件数が、２，４７３件あり、コロナ前の令和元年度に比べ、

約９００件増加しました。相談内容の内訳は、不登校に関わることが約半数を占め、

以下、学習に関することが１５％、身体精神に関することが１２％でした。 

また、昨年度市内６校に派遣したスクールソーシャルワーカーへの相談件数は４

７８件から５２９件となり、相談センターへの相談件数も増加傾向にあります。 

これらの状況を受け、今年度、心の教室相談員を１名増員し、スクールソーシャ

ルワーカーの派遣校も１校増やし、丁寧な対応に努めております。さらに来年度は、

学校の希望に沿えるよう、更なるスクールソーシャルワーカーの増員を検討してお

ります。 

 

【小檜山市長】 

  よろしいでしょうか。ほかにありますか。 

 

【立花委員】 

  先ほどＷｉ－Ｆｉ環境の整備について説明を受けましたけれども、コロナ対応と

してオンラインを活用した授業をするのか、できるのかについての考えを伺いたい

と思います。 

 

【教育総務課長】 

  ただ今のご質問ですが、オンラインを活用した取り組み状況ということでよろし

いでしょうか。それではご説明いたします。教育委員会といたしましては、現在、

授業での効果的なタブレット端末の活用に力を入れて研修等を行っており、その中

でオンラインを活用した授業にも取り組んでいます。 

活用例といたしましては、感染者が増加した時期において、全校児童生徒が一堂
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に会しての集会や授業におけるグループでの話し合いといった、感染の危険性が高

い活動は行わない代わりに、別室で校長先生が講話で話している映像をオンライン

で各教室に配信したり、学習支援ソフトを用いて一人一人の考えをグループで共有

して、意見のやり取りをオンライン上で行ったりしました。 

緊急時等における端末の持ち帰りによるオンライン学習については、今年度はモ

デル校事業における委託校が２校ございますが、緊急時に児童生徒が自宅に居なが

ら双方向型のオンライン授業を受けること、タブレット端末を活用したクラウド配

信によるドリル型教材を活用することについて検証をしている段階でございます。 

この検証で得た成果を、来年度以降の市内全校への実施につなげていく予定で考

えております。 

 

【立花委員】 

  今のお答えに関してですけれども、在宅でのオンライン学習というのは将来的に

可能になるということなのでしょうか。 

 

【教育総務課長】 

  今のコロナ禍の影響もございますので、今年度はモデル校で実験をしているとこ

ろで、最終的には自宅でもオンライン学習をできるよう取り組んでいる状況でござ

います。 

 

【小檜山市長】 

   ほかにありませんでしょうか。無いようですので、次に移ります。「三沢市の文

化財における現状と課題」について、事務局からの説明をお願いします。 

 

 【生涯学習課長】 

   生涯学習課です。それでは『三沢市の文化財における現状と課題』ということで

御報告いたします。 

本題に入る前に、まずは文化財の概念や、市内の文化財について概観したのち、

現状と課題について、今後の展望も少し交えつつ、御説明したいと考えております。 

では 1ページをご覧ください。 

１．文化財とは何か、「文化財の概念」ということで、文化庁ホームページから引

用しております。言い換えますと、赤字で示したように、国や地域の歴史を理解す

るうえで欠くことのできない「国民共有の文化的遺産」ということになります。で

は、どんなものが文化財なのか、ということになりますが、２ページをご覧くださ

い。この図は、文化庁ホームページに掲載されている、文化財の体系図となります。

これらは「文化財保護法」により、定められている分類になります。この中で、歴

史上あるいは学術上、重要なものが「重要文化財」に指定され、その中で、特に価
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値の高いものや、重要な有形文化財が「国宝」となります。 

では、また１ページにお戻りください。これらの文化財は、国民共有の文化遺産

であるため、指定の有無に関係なく「保護保存」と「公開活用」が求められます。

保存と活用は、いうなれば車の両輪の関係にあり、一方に偏りすぎては、もう一方

も有効に機能しなくなります。有形文化財の多くは適切な保存措置が講じられるこ

とで、有効な活用が可能となります。これに対し、「まつり」や「民俗芸能」といっ

た無形民俗文化財の多くは、活用されることで保存に繋がります。つまり、使った

り、実施することで保存継承されていくものがあるということです。 

続きまして、近年の考え方について御説明いたします。平成３０年の文化財保護

法改正をはじめ、ここ５～６年で、文化財に関する多くの法整備等が行われました。

インバウンド観光客が増加したのが、ちょうどこの頃です。外国人観光客を大きく

惹きつけたのは、昔ながらの「モノ」や「風景」といった、日本を感じることがで

きるものでした。いうなれば、それらの多くは「文化財」です。国としては、それ

までどちらかといえば保護・保存に偏りがちだった文化財を、積極的に活用し、そ

の経済効果を地域振興につなげようという考え方になりつつあります。 

３ページをご覧ください。続きまして、三沢市の文化財について御説明いたしま

す。現在、三沢市には、国指定１件、県指定３件、市指定２２件、計２６件の指定

文化財があります。４ページにその一覧がありますので、あわせて御覧ください。

簡略して御説明いたしますと、国指定１件は、重要有形民俗文化財「南部のさしこ

仕事着コレクション」になります。平成２４年１月、市に寄贈された６４点になり

ますが、市内には、公開の条件を満たす施設や設備がなく、市の所蔵となって以降、

市内での一般公開はありませんが、昨年、神奈川県横浜市の歴史博物館で開催され

た企画展に貸出しいたしまして、市所蔵となってから初めて一般に公開されており

ます。次に、県指定です。無形民俗文化財２件は、民俗芸能「南部駒踊り」と「岡

三沢神楽」になります。民俗芸能の後継者不足は全国的な課題ですが、どちらも地

域ぐるみで後継者育成に取り組んでおります。続いて、天然記念物「小川原湖のハ

クチョウ」です。三沢市寄りの東側に飛来する個体が多く、三沢市教育委員会が管

理団体となっております。続いて、市指定については、有形文化財１２件、有形民

俗文化財２件、天然記念物１件となります。このうち、無形民俗文化財については、

市内に伝わる９つの民俗芸能のうち、県指定の２件をのぞく 7 件すべてが指定とな

っております。次に、未指定の文化財ですが、主なものに発掘調査で出土した考古

資料、六川目団体活動センターに収蔵している民俗文化財、このほか、埋蔵文化財

包蔵地１２８箇所があります。この包蔵地に関しましては、最後の１０ページに地

図を乗せておりますので後ほどご覧ください。これらのうち、今後、文化財指定を

受ける可能性のあるものについては、このあと触れる野口貝塚と早稲田（1）貝塚

の２遺跡での国史跡、六川目団体活動センターに収蔵している民具等は、国の登録

有形民俗文化財、県指定には米軍基地内に所在する、五川目(6)遺跡から出土した、
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約１６，５００年前の石器、市指定には太平洋無着陸横断飛行関連資料と、三川目

小学校児童が、継承してきた海鳴り太鼓が挙げられます。市内の文化財に関する説

明は、以上となります。 

続きまして、現在、実施している文化財に関連する事業や業務等について御説明

いたします。５ページをご覧ください。まずは「遺跡発掘調査事業」では、ア、早

稲田(1)貝塚と野口貝塚の保存目的調査を行っています。こちらは県内最古、北海

道・北東北最古級の貝塚を伴う遺跡と判明しており、今後、国史跡指定に向け、発

掘調査総括報告書を刊行すべく、出土品の整理作業を行っております。次に、６ペ

ージのイ、各種開発行為に伴う埋蔵文化財包蔵地の試掘調査についてです。これは、

国・県の補助を受け、埋蔵文化財包蔵地やその近隣で開発行為が計画された場合、

事前に試掘調査を実施し、埋蔵文化財の有無や発掘調査の必要性を随時対応、確認

しています。（2）「出土品整理事業」については、市の工事に伴う発掘調査のうち、

発掘調査報告書が刊行されていない７事業１７遺跡分の整理作業を行っておりま

す。発掘調査は報告書の刊行をもって完結するため、これに関しても並行して行わ

れています。次は「市道姉沼２号線遺跡発掘調査事業」です。こちらは工事で破壊

される部分の記録保存を目的とした発掘調査となります。防衛省の交付金を活用し

て平成２９年度から実施しております。調査区全域からおびただしい量の遺物が出

土しており、調査は難航していますが、次年度の発掘調査完了に向け、現在も調査

が進められております。なお、この工事は擁壁崩落の危険性があり、完了までの安

全確保の観点から、調査区周辺を一般車両通行止めとしており、一般向け現地見学

会等の開催はしておりません。次に、７ページの「文化財保存活用事業」です。こ

の事業では、文化財審議会の運営や、民俗文化財を収蔵している六川目団体活動セ

ンターの維持管理等、埋蔵文化財分野を除く文化財に関する業務を行っております。

続きまして、歴史民俗資料館の維持管理です。平成２６年度以降、三沢市観光協会

が指定管理業者として館の運営を行っております。次に、生涯学習のまちづくり推

進事業費として、市内の民俗芸能保存団体が加盟する、三沢市民俗芸能保存会連絡

協議会に対し、補助金 60 万円を交付しております。事業として実施しているのは

以上になりますが、その他として、特に業務量が多いものを中心に、次の３つを御

説明いたします。１つ目は、指定天然記念物に関する業務です。カモシカは春から

秋、ハクチョウは冬と、ほぼ通年で屍体発見も含めた目撃情報が寄せられます。そ

の対応や、屍体処理、県や国への報告といった業務があります。２つ目は、開発計

画地における埋蔵文化財包蔵地の所在に関する照会への対応です。計画地が遺跡内

である場合や未発見の遺跡の可能性がある場合、必要に応じ試掘調査を実施し、埋

蔵文化財の有無等を確認します。米軍基地内での工事も対象となり、年間約６０件

あります。３つ目は、「文化財講座」の開催です。冒頭でふれた「積極的な公開活

用」という、ここ最近の情勢も踏まえ、平成２７年度から始めたもので、これまで

計６回、開催しており、今年度４年ぶりに第７回目を開催できました。以上、現状
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についての説明となります。 

それでは、８ページをご覧ください。４．課題（少し展望）について、現在抱え

ている課題と、その解決に関する展望について、御説明いたします。９ページの、

Ａ３折り込みの１枚目、文化財関係長期事業計画（案）をご覧のうえ、お聞きいた

だければと思います。最大の課題は、専門職員と業務量のバランスになります。特

に埋蔵文化財分野については、一般的には１人で１現場１遺跡を担当するところ、

姉沼２号線絡みの発掘が始まった平成２９年度以降、１人で２現場３遺跡の調査・

整理を掛け持ちしている状況です。この先、野口・早稲田（1）貝塚が国指定史跡と

なった後は、史跡に関する業務が大幅に増加し、文化庁や県からは、このまま埋蔵

文化財分野の専門職員一人状態が続くようでは、新たな開発に対応できなくなるの

で、埋蔵文化財分野の専門職員の増員について、指導を受けているところです。ま

た９ページの事業計画案に示したように、今後、向こう３０年かけて実施すべき最

低限の業務がすでに決まっている状態にあります。これは現担当者が１人で行った

場合、７５歳までの計画です。特に未報告調査については、出来るだけ早期に、ど

んなに遅くても現在の担当が６５歳定年を迎えるまでに報告書を刊行するよう、県

からも指導を受けているところです。新規の開発行為がなくなることはありません

ので、発掘調査もなくなることはありませんが、現状の体制では新たな発掘調査を

実施することが困難であり、最悪の場合、開発が遅れることになります。次は、施

設に関する課題になります。資料には、当課所管の文化財関連施設に関する主な属

性を一覧にして示しております。歴史民俗資料館は耐用年数まであと９年あります

が、既に老朽化は深刻であります。また、六川目と織笠団体活動センターは、年数

的に限界に達しているほか、雨漏りも年々進行しており、特に六川目は木製の文化

財を管理する施設としても危機的状況です。加えて、織笠については、遺物の収蔵

量が飽和状態に近づきつつあります。発掘がある限り出土品は増加し続けますので、

こちらも差し迫った課題です。こうした課題解決のため、少なくとも延床面積３，

０００㎡程度の収蔵量を兼ね備えた施設の整備を検討する必要がございます。また、

これとは別に、野口・早稲田が国史跡となった際は、史跡公園としての整備に加え、

現地に近い場所にガイダンス施設を整備することになります。これは文化庁の方針

でもあります。最後は、施策に関する課題です。現在の「三沢市教育振興基本計画」

では、文化財に関する施策が設けられておりますが、その大元となる「第二次三沢

市総合振興計画」では、第一次にはあった「文化財」という文言、施策がなくなり

ました。 

三沢市の文化財は「三沢の歴史・文化」そのもので、「未来へつなぐ心安らぐ国際

文化都市」を基本理念に掲げる三沢市にとって、文化財は地域振興を進めるうえで

活用すべき大きなツールと言えます。文化財の保存活用を推し進めることで、教育、

観光をはじめとする様々な面での地域振興が期待されます。また、市民が市の歴史

や文化に対する理解を深めることにもつながり、結果として未来につなぐことが可
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能となります。その解決には、市職員や小中学校の教員等、「身内」に文化財のこと

を知ってもらう機会を提供し、またそれが各方面での活用に繋げるための第一歩に

なると考えております。三沢市の文化財は、質・量ともに、そのポテンシャルが十

分にあります。ぜひ体制や環境づくりの解決は必要だと考えます。 

以上、報告とさせていただきます。ありがとうございました。 

 

【小檜山市長】 

  ありがとうございました。ただいまの説明に対し、ご質問等ございませんか。 

 

【松森委員】 

野口貝塚を知っている市民は多いが、早稲田(1)貝塚を知らない市民は多いと思

うので、もう少し詳しく教えてほしいと思います。 

  

【生涯学習課長】 

  せっかくご質問いただきましたので、担当の工藤から直接お答えしたいと思いま

す。 

 

【生涯学習課文化振興係長】 

  生涯学習課文化振興係長の工藤でございます。松森委員のご質問にお答えいたし

ます。１０ページの折り込みの資料をご覧ください。 

早稲田(１)貝塚は、野口貝塚のすぐ上にあります。距離的には１００ｍくらいの

距離で二つの遺跡は小川原湖岸の谷地形を挟んだ対岸に位置する、「お向かいさん」

という関係にあります。 

この遺跡がいつ発見されたのかはハッキリとしませんが、昭和３１年には東京大

学の先生が発掘調査を実施しておりますので、少なくとも戦後間もない時期には存

在が知られていたことになります。 

この調査では、縄文時代早期の中頃にあたる約８，５００年前の貝塚と、早期の

終わり頃にあたる約７，０００年前に遡る２つの貝塚が同一地点から発見されてお

ります。 

野口の発掘でも同じ時期の貝塚が発見されておりますが、それまでは県内最古の

貝塚として、特に日本考古学の研究者には古くから全国的に広く知られた遺跡であ

ります。また、この調査で出土した土器は、当時の土器の移り変わりを知るための

基準資料として、現在も考古学研究で頻繁に用いられております。考古学史の面で

は野口貝塚も県内では古くから知られる有名な遺跡ですが、早稲田(1)貝塚は野口

以上の知名度で、日本考古学の研究史にその名を刻むほどの著名な遺跡になります。 

 以上になります。 
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【本江委員】 

今のお話もびっくりするような感じなのですが、先日、六川目のいろいろな民具

を見させていただきました。今の説明の中で、いろいろな面ですごく苦しいのだな

と、何かを行うためには、と思いながらも、注文になりますが、もう少し子供たち

に見せたい。何とかして見せたい。一つは場所ということもあるのですが、資料を

公開する期間をもう少し長くするとか、見通しについてはどうでしょうか。 

 

【生涯学習課文化振興係長】 

  理想は常時開放でありますが、結論から申しますと、現状の体制では難しいとこ

ろでございます。その理由として、一番は公開に従事する人員の確保といったこと

が挙げられます。耐震面での問題もありますし、資料の保存環境維持という点もあ

ります。昨年までは文化財の専門職員が１名だったため、発掘が終わってからしか

公開する余裕がなく、結果として１１月や１２月の公開となっていましたが、今年

度から１名増員となりましたので、例えば１回あたりの期間ではなく回数を増やす

など、多くの方が観られるような工夫ができたらと考えております。 

 以上になります。 

 

【本江委員】 

  わかりました。今、バスを借りて見に行こうとしても学校行事に期間をうまく合

わせられないということのようで、公開する期間が長くなると非常に学校のほうも

動きやすくなるということでのお願いでした。ぜひお願いします。ありがとうござ

いました。 

 

【小檜山市長】 

  ほかにありませんか。 

 

【黒沢委員】 

大変丁寧にご説明いただきありがとうございました。資料にもありますように、

文化財をより積極的に活用し、地域振興につなげるという国の方針もある中で、な

かなか難しい現状をお聞かせいただきました。質問ですが、文化財に指定された場

合、具体的な効果やメリットなどについて教えてください。 

 

【生涯学習課文化振興係長】 

指定文化財となった場合、例えば史跡や名勝については、杭１本打つことについ

ても、文化庁に対し現状変更の申請が必要となります。 

指定を受けるとそれだけ所有者には手厚い保護が求められる訳ですが、史跡名勝

に限らず、保護保存、公開活用に関するほぼ全ての事業は、基本的に国庫や県費補
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助金を活用して実施することが可能となります。 

手厚い保護に対し、それだけの支援も保障されるということになります。 

  補助率はメニューにより様々ですが、事業費の５０％補助となるものが多いです。 

なお、史跡指定地の公有化に関しては、補助率８０％となっております。 

課題ですが、維持管理に係る費用の問題があります。特にここ数年は、地震や大

雨等の自然災害が甚大化しており、城跡や寺社仏閣等の建造物や古文書等の有形文

化財が被災するケースが全国的に増加傾向にあります。被災した文化財の補修や復

元等については、当時の材料、技法を用いて行うことが原則ですので、材料や技術

の確保も含め、修復作業の実施期間は長期に及ぶケースが多く、補助金を活用して

実施するとしても、所有者の負担額は結構な額になる場合があります。 

特に所有者が自治体ではなく個人や団体の場合、この問題は深刻です。先週も弘

前市の文化財に指定されている建造物に関する報道があったところです。 

   こうした課題解決のため、最近はクラウドファンディングを活用して資金を募る

ケースが増加しております。これは保存と活用の新たな在り方として注目されてい

るところであります。 

以上になります。 

 

【立花委員】 

先ほど課長さんから施設について老朽化あるいは耐震化ということで、いろいろ

問題についてお話しされていましたが、もし今後施設の整備について何か将来的な

考えがあれば、お聞かせ願いたいと思います。 

 

【生涯学習課文化振興係長】 

  資料８ページに記載しておりますが、少なくとも延べ床面積約３，０００㎡程度

の収容量というのは、歴史民俗資料館、六川目、織笠の床面積をベースとしており、

この程度の規模であれば、例えば文化財センターや市立博物館といった、そのくら

いの施設に相当してくるかと思います。また、保護保存、公開活用によって地域振

興につなげるといった観点から、「さしこ」をはじめとする重要文化財級の資料も

展示可能な設備や、現在の歴史民俗資料館にはない、企画展示等を開催できるスペ

ースのほか、当然ながら発掘資料の整理作業をする場所の確保等も必要となってき

ます。さらに、文化財に限らない各種イベントが開催できる空間や、防災拠点とい

った機能も持ち合わせた、多目的な施設が理想的であります。 

いずれにしても、保護保存するためだけではなく、公開活用による地域振興に繋

げることを目的とした施設の整備が必要だと考えております。 

以上になります。 

 

【立花委員】 
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  ただいま正直申し上げまして、教育委員会でうんぬんという問題ではなくて、市

当局のほうも、お互い力をあわせながら、常に公開するとか、整理しているところ

を見学できるとかということも非常に大事ではないかなと思います。すぐにという

わけにはいかないと思いますし、また、箱物をつくればいいというわけではないし、

せっかく三沢にある貴重なものですから、その辺は十分に検討していただければと

思います。 

 

【小檜山市長】 

  わかりました。先月、岡田康博さんという方がいらっしゃいました。この方は北

海道・北東北の縄文遺跡群の世界遺産に関して最前線で活躍した方です。そういう

方が野口貝塚、あるいは早稲田貝塚を見て学術的に素晴らしい価値があるというこ

とで太鼓判を押していただきました。ただ、素晴らしいものだということで仕舞い

込んでおきますと、それまでになりますので、まずは「見せる」ということについ

てどういう方法があるかということについて、教育長とさまざま相談をしながら考

えていますのでよろしくお願いします。 

  以上で、本日の案件は終了となりますが、せっかくの機会でもありますので、そ

の他、何かあれば、ご発言をいただきたいと思います。委員の皆様よろしいでしょ

うか。意見がないようですので、委員の皆様には、引き続き、ご協力を賜りますよ

う、よろしくお願いします。議事進行に、ご協力をいただきまして、誠にありがと

うございました。それでは、事務局にお返しします。 

 

【総務部長】 

  以上をもちまして、第１回三沢市総合教育会議を閉会いたします。 

 本日は、誠にありがとうございました。 


